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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
開
館
当
初
か
ら
日
本
の
印
刷
文
化
を
重
視
し
、
中
世
以
前
将
来
の
中

国
刊
本
、
日
本
中
世
の
刊
本
や
、
朝
鮮
版
な
ど
、
多
く
の
古
版
本
を
蒐
集
し
て
来
た
。
そ
の
中
で
も
、

中
世
の
印
刷
文
化
を
体
現
す
る
諸
版
本
の
収
蔵
は
特
に
篤
く
、
二
十
餘
種
も
の
五
山
版
を
擁
す
る
こ

と
は
、
新
設
の
機
関
と
し
て
極
め
て
異
例
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
五
山
版
を
通
覧
す
る
と
、
禅
籍
を
中
心
と
し
て
、
一
般
の
仏
典
、
漢
籍
の
外
典
、
国
書

を
数
点
ず
つ
収
め
、
五
山
版
全
体
の
構
成
が
再
現
さ
れ
て
い
る
の
み
で
な
く
、
南
禅
寺
、
臨
川
寺
、

天
龍
寺
と
い
っ
た
、
当
時
の
主
要
な
禅
院
の
出
版
書
を
含
む
他
、
臨
川
寺
版
『
禅
林
類
聚
』
や
兪
良

甫
版
『
唐
柳
先
生
文
集
』
等
、
禅
院
の
出
版
事
業
に
関
与
し
て
南
北
朝
後
半
の
展
開
を
担
っ
た
、
来

朝
刻
工
の
代
表
的
な
版
本
を
収
め
て
い
る
。
さ
ら
に
外
典
で
は
、
室
町
期
出
版
の
地
方
的
展
開
に
も

及
ぶ
所
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
収
蔵
の
副
産
物
と
し
て
、
中
世
の
印
刷
技
術
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
意
義
深

く
、
伝
存
の
殆
ど
な
い
南
北
朝
の
五
山
版
の
版
木
に
つ
い
て
、
一
面
に
二
、三
張
を
配
し
、
一
版
の

両
面
に
四
、六
張
を
列
し
た
版
木
の
様
式
が
類
推
さ
れ
る
資
料
を
、
い
く
つ
か
含
ん
で
い
た
。
特
に

来
朝
刻
工
関
与
の
版
本
で
は
、
六
張
一
版
の
様
式
を
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
五
山
版
が
禅
院
の
学
問
を
潤
し
た
様
子
も
、
そ
の
書
入
や
蔵
印
か
ら
明
ら
か
な
伝
本
が

多
い
。
ま
た
地
方
の
禅
院
や
、
禅
宗
以
外
の
寺
院
へ
の
流
布
を
示
す
等
、
五
山
版
の
流
通
を
基
礎
と

す
る
、
中
近
世
の
学
問
の
広
が
り
を
証
言
す
る
点
は
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
他
、
近
世
、
近
代
の
学
者
、

蔵
書
家
に
用
い
ら
れ
た
点
も
注
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
時
一
流
の
蔵
書
家
の
見
識
に
よ
り
選
択
さ

れ
た
諸
伝
本
に
は
、
整
っ
た
早
印
の
完
帙
が
多
く
、
書
物
と
し
て
の
五
山
版
の
意
義
を
よ
く
発
揚
し

て
い
る
。

　

本
稿
は
、
上
記
の
諸
点
を
書
誌
学
的
に
整
理
し
、
目
録
解
題
と
し
て
記
述
、
当
館
収
蔵
の
五
山
版

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
五
山
版
、
来
朝
刻
工
、
版
木
、
禅
籍
、
漢
籍

【
論
文
要
旨
】

〔
目
録
〕

〔
解
題
〕

〔
総
説
〕




